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1. 中近東地域の課題と方向性
 石油依存から脱却し, 経済構造の転換を図るため持続可能な産業育成を推進している （P11,12,13参照）

 環境負荷の低減とデジタル技術の導入が重要な課題となっており, スマートシティの構築やデジタルインフラ
の整備が進められている （P11,12参照）

2. 背景 （鉄道・GX・DXとUAE・ドバイ選定理由）

 ドバイは中東の経済ハブとして成長を続けており, 都市開発需要が旺盛で資金力があり, 高品質なインフラ整
備を求める傾向がある （P11,12,13,22参照）

 ドバイの既存鉄道では日本企業が鉄道建設・システム供給と開業後のO&M（運営・保守）で事業展開し, 定時
運行率99.7%（2025年）の安定稼働実績がある （P17参照）

 2021年のドバイ万博を契機として環境意識が高まり, GX等のトレンドが新たな市場拡大に向けた転機となっ
ている. またデジタル庁を2023年に設立し, 世界一のデジタル経済都市を目指している（P11参照）

 日本企業は世界有数の鉄道・GX・DX分野でも技術力を持ち, 中近東地域の鉄道・GX・DXに貢献できることが
期待される

3. 目的

〘中東市場への日本の鉄道産業の事業参画と将来的な展開〙

① マスタープラン策定（今年度）：現地政府/関係機関に対し, GX・DX技術活用によるGX社会実現と鉄道関連
事業の業務革新による路線・事業領域拡大に対する計画を追加策定

② 課題に対する解決策の提案と事業化（次年度以降）：日本のGX・DX技術による課題解決策と鉄道関連事業
展開計画策定, および相手国への確実な打ち込みによる事業化実現と推進

0.1. 調査の背景・目的
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活動内容
2025 2026

2Q 3Q 4Q 1Q
Middle East Rail（ドバイ）を含めた

現地国・競合国動向情報収集

オンラインミーティングを通じた
現地政府への日本の鉄道技術・

ソリューションPR
オンラインワークショップを通じた
現地政府への日本の鉄道技術・

ソリューションPR
Global Rail（アブダビ）での

日本の鉄道技術・ソリューションのPRと
現地政府との対面でのMP打ち込み

セミナー（オンライン）を通じた
現地政府へのMP打ち込み

現地政府へのMP最終打ち込みとセミナー
のフォローアップ

現地政府等への
継続的コンタクト

▼
9/10

0.4. 調査実施方法・スケジュール

相手国・競合国動向調査 国際展示会での相手国政府方針・ニーズ・トレンド, および他国企業の市場・技術戦略を情報収集・比較
検討・分析・評価・反映し, 提案競争力を高める

政府関係者とのコミュニ
ケーション

現地事務所を有するMRIの現地ネットワークを活用することで, 短期的な関与では構築が難しい現地政
府・機関との継続的な関係性を確保し, マスタープラン採用確度を高める

相手国への多面的打ち込
み

国際展示会での展示・講演を通じて日本の鉄道技術をPRし, 多面的な意見の集約を行うとともに,現地
政府との協議の過程で明確化した課題解決策と連動したテーマ別セミナーを開催する.
これらにより, 現地政府のみならず現地ステークホルダーに対し, マスタープランの考え方や技術適用の
方向性を共有し, 事業化に向けた合意形成および継続的なネットワーク構築を図る

1. 相手国にMPが採用されるための調査実施方法

2. 調査スケジュール

▼
12/17.18

7～9月

6/22~27

9/28~10/3

1/26~29
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1.1. 基礎情報 ③鉄道・GX・DX関連政策

標題 目標・目的 鉄道・GX・DX関連政策 担当機関

共通

国家イノベーション戦略 持続可能な経済成長と競争力の強化
を目指し, さまざまな分野でのイノベー
ションを推進するための包括的な計画

再生可能エネルギー, 輸送（交通）, 技
術分野への重点的な支援策

経済省

公共交通・鉄道

ドバイ都市マスタープラン
2040

持続可能でフレキシブルな交通手段の
提供
公共交通機関の利用促進

ドバイメトロの拡張
新たな路線の導入
駅から800m以内に住む人口の割合
55％に増やす

ドバイ政府

ドバイ鉄道マスタープラン
ドバイ経済アジェンダ（D33）

持続可能で効率的な交通インフラを整
備

2030年以降までに432kmの鉄道ネッ
トワークの整備

ドバイ道路交通局
（RTA）

ドバイ商業交通戦略2030 ドバイの商業輸送および物流セクター
の成長と競争力強化

技術導入率75%に引き上げ
CO2排出量30%削減
運用効率10%向上

ドバイ道路交通局
（RTA）

GX
UAEネットゼロ2050戦略 2050年までにカーボンニュートラルを

達成
再生可能エネルギー導入拡大
エネルギー効率向上
化石燃料からの脱却

気候変動環境省

UAEエネルギー戦略2050 2050年ネットゼロを達成するための
2030年目標を更新

再生可能エネルギー導入拡大
エネルギー効率向上
クリーンエネルギー割合増

エネルギー・インフラ省

UAE水素リーダシップ・ロー
ドマップ

ブルー水素とグリーン水素の両方に注
力

輸送分野での水素利用の促進 エネルギー・インフラ省

DX
UAE国家AI戦略 2031年までにAI技術で世界の主導的

地位を目指す
自動運転技術導入
スマート交通システム

人工知能・デジタル経済・
リモートワークアプリ
ケーション担当大臣

スマートドバイ戦略 ドバイを世界で最も幸せな都市にする インフラへのICT完全導入
自動運転技術と共有モビリティの活用

ドバイ政府スマートドバイ
事務所

鉄道・GX・DX各分野において, 公共交通機関への転移や効率的なモビリティ実現による
持続可能な成長やカーボンニュートラル, DX推進などを目指し, 関連政策や戦略が策定・実施されている

出典： 各担当機関ウェブサイド上の情報をもとに調査団作成
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 アブダビでは, 中心部において現在, トラムに類似するバスであるAutomated Rapid Transit（ART）が運行され
ており, 将来的には空港周辺や中心部においてトラムが運行される計画である.

 従前, メトロの構想はあったものの, 現在でも未着手の状況である. これについて, 現地事業者は「アブダビで
メトロを稼働させたとしても十分な利用率が見込めないのが現状である. 今後アブダビが人口増加および経
済成長を経て, ニーズが高まればメトロの検討が進むと思われる」という見解であった

 （2040年改訂都市マスタープランを現在策定中で未公開のため, 資料閲覧に留まり, 入手できず）

1.1. 基礎情報 ⑦アブダビの公共交通機関

 配置： 3両連節電気バス（約200人／編成）3編成

 運行頻度： 日中は1時間ごと ,  ピーク時は30分ごと

 運転形態： 道路上の白線に沿って走行する自動運転

機能を備えるが ,  現在は運転手による手動運転

 充電時間（40％→100％）： 約75分

ART概要

駐車場で充電中のART ART車内

アブダビ都市マスタープラン（改訂準備中）

現在 ,  ここに記載のメトロ計画（赤線）はなく ,  高速鉄道 ,  
都市間鉄道 ,  トラムの計画に変更となっている

出典： 調査団撮影

出典： Surface Transport Master Plan, 2009-03
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既存路線

①ドバイメトロ・レッドライン（2009年開業, 2019年延伸開業）
E11線道路に沿う形の南北幹線. 地下区間を有す

②ドバイメトロ・グリーンライン（2011年開業）
北部市街地を通る. 地下区間を有す

ドバイトラム（2014年開業）
ドバイマリーナ周辺を運行

パームジュメラモノレール（2009年開業）
本土とリゾート島のパーム・ジュメイラ内を結ぶ

計画中の路線

③パープルライン

④ドバイメトロ・ブルーライン： 事業中（2029年開業予定）

⑤ゴールドライン: 準備中（コンサル契約が2025年10月に決定）

⑥ピンクライン： 計画中（中量軌道輸送システムを検討）

①, ②レッドライン・グリーンライン延伸

ドバイーアブダビ高速鉄道
F/Sが実施され, 2030年代前半の開業を目指し, 目標350km/hで

両都市間を30分程度で結ぶ計画

 公共交通拡充と都市開発を進め, 交通渋滞の緩和や環境負荷の軽減による持続可能な都市を目指している. 
 現在でも地下区間をもつ主要路線の都市鉄道（ドバイメトロ）のほか, トラムやモノレールも導入され, 都市構造

や輸送需要に応じた鉄道モードが選定されており,将来的に多種多様な鉄道ネットワークの拡充が見込まれる.
 既存路線では最長で開業後16年程度経過しており, 車両・設備の更新需要も見込まれる （P38,61参照）. 

1.1. 基礎情報 ⑧ドバイの鉄道

ドバイ鉄道マスタープラン（D33）上の計画路線 最新路線図

出典： TIME REAL STATE HP
出典： https://www.inat.fr/map/dubai-metro-bus/,
2025-10参照

建設中のブルーラインと
準備中のゴールドライン予定ルートと
高速鉄道予定駅反映
（左D33計画路線とはルートが異なる）
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1.1. 基礎情報 ⑩ドバイメトロ車両諸元-2

仕様 冗長系

側引戸 ドアエンジン 両開き, 電気式スライディングプラグドア

蛍光灯・ダウンライト

Gold class（DM1半室） 2+1列セミクロスシート配置（シートピッチ930 ㎜）

その他 ロングシート、2+1列セミクロスシート配置、車端部収納座

席, 各出入口寄りにガラス製袖仕切り

信号 ATC/ATO 装置（VOBC） ATO によるドライバーレス（無人自動）運転 〇

列車無線 Tetraアンテナ

CCTV伝送 BBRアンテナ, イーサネット接続OBCU, CCTV サーバ・

CCTV カメラ・VBS サーバ・LCD 表示器などのIP 端末機

Wifi Wi-Fi インターネットサービス

車内案内表示器 LED表示器

列車情報装置 LCDディスプレイ（スタンションポール上部2台設置、観光

情報・フライト情報等のコンテンツ配信）
あり

車内 イーサネット接続OBCU ：完全自動放送, 非常時はOCCと
運転台から手動放送可

〇

車外 なし

車内・車両前方, 映像は先頭車屋上設置高速伝送可能な

BBRアンテナ経由しOCC へ送信

諸元

CCTV

照明

座席

通信

旅客案内表示器

非常通報装置

放送

出典： 鉄道車両工業会出版車両技術
237号をもとに調査団加工
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1.2. 現状分析 ③ドバイにおける都市開発デベロッパー

主なデベロッパー 概要 主な開発案件

Emaar Properties
 1997年設立. ドバイを拠点とする不動産開発企業
 国際的に不動産投資, 開発および開発管理事業を展開
 都市開発, ショッピングモール, ホテルを中心に数々の案件を手掛ける

 Downtown Dubai
 Dubai Hills Estate
 Grand POLO Club & resort
 Emaar beachfront

Al Futtaim Real 
Estate

 アル・フッタイム・グループの不動産開発・運営部門として1975年設立
 ドバイを拠点とする, UAEを代表する大手民間デベロッパー
 住宅, 商業, オフィス, ホテル, 複合用途など幅広い分野で開発実績
 フェスティバル・シティは住宅, ショッピングモール, オフィス, ホテル, 教

育機関などを統合した大規模複合開発. ブルーライン駅建設予定

 Festival City
 Al Badia Residences
 Marsa Plaza
 Al Badia Hillside Village
 Marsa Boulevard

Nakheel
 2000年にドバイにて設立
 ドバイ政府が所有する政府系企業であり, 不動産開発企業として中東

最大級の規模を誇る
 ウォーターフロント開発に強みを持つ

 Palm Jumeirah
 The World Islands
 District One
 Meydan

DAMAC
 2002年にドバイにて設立
 UAEをはじめ中東などに展開する不動産開発企業
 ラグジュアリー路線で展開し, Fendi CasaやCavalliなどグローバルラグ

ジュアリーブランドとの共同開発で知られる

 DAMAC Hills
 DAMAC Islands
 DAMAC lagoons
 DAMAC Riverside

Sobha realty
 1976年オマーンにて設立
 UAE, オマーン, バーレーン, ブルネイ, インドなどで開発を行う大手不動

産開発企業
 2003年にドバイへ進出

 Sobha Central
 Downtown UAQ
 Sobha Siniya Island
 Sobha Hartland

出典： 各社公式ウェブサイトおよび公開情報を基に調査団作成
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1.3. 将来予測 ①ドバイメトロ 車両経年と更新需要

出典： Al Masar 208. RTA. 2025-10を基に調査団作成

ドバイメトロにおける新車の導入は, 主に路線の開業にあわせ実施してきている

車両取替寿命を30年程度と想定する場合, 鉄道RAMS国際規格（例： EN/IEC 50126等）におけるライフサイクル
管理の考え方や, 日本の都市鉄道事業者の更新実績では, 寿命中間期にあたる大規模検査時（目安16年, 概ね
15～20年程度）に主要機器更新を行う事例が多く確認されている. 本調査では, こうした国際規格および国内
外の実例を整理・参照した上で, ドバイメトロ車両における更新時期の妥当性を検討対象とする

なお, ドバイメトロにおいては, 初期導入車両が2025年以降に当該時期を迎え, ブルーライン開業時点では近畿
車輛製の初期導入車両全79編成が該当する見込みである

年 開業
導入
編成数

サプライヤ
合計
編成数

車両導入年別 車両経年（中段:年, 下段:編成数） 経年別車両編成数

2009 2010 2011 2021 2029
16年超 30年超

16 28 33 61 17

2009 レッドライン 16

近畿車輛

16 0 - - - - 0 0

2010 - 28 44 1 0 - - - 0 0

2011 グリーンライン 35 79 2 1 0 - - 0 0

2021 EXPO2020延伸 61 アルストム 140 12 11 10 0 - 0 0

2025 - - - 140 16 15 14 4 - 16 0

2029 ブルーライン 17 中国中車 157 19 18 17 9 0 79 0

2037 - - - - 28 27 26 16 8 140 0

2041 - - - - 32 31 30 20 12 140 79

車両導入年別 車両経年推移 更新対象 取替対象
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1.3. 将来予測 ③ドバイメトロ DXを活用した混雑緩和

利用者の増加に合わせ, 駅や車両の混雑が懸案事項となっている

そこでドバイメトロでは人流モニタリングシステムを導入し, 駅や車内の混雑集中箇所を把握し, 利用者を空い
ている空間へ誘導することで混雑平準化に活用している

車両の混雑度合いは現在, 駅のモニタに表示される仕組みがあるが, 将来はさらなる混雑平準化のため乗車中
の車内モニタにおいてリアルタイムに混雑度合いが認識できるシステムの導入や, さらなるハード面での混雑
緩和策の実施が想定される

RTAが導入しているSmart Passenger Flow Monitoring System

出典： RTA公式YouTube, https://youtu.be/N U8VlItnNc
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1.3. 将来予測 ④ドバイメトロ 駅アップグレード更新による駅混雑緩和

 RTAは利用者数増加への対応として, 2025年6月にBurj Khalifa/Dubai Mall駅アップグレード更新計画を発表

この駅は, 2018年にRTAが発表した4駅のアップグレード計画の最後の対象であり, 2026年1月に着手された（完
了時期は現時点で非公表. 他の3駅は2021年に完了済み）

駅の地上階入口は公共交通機関や代替モビリティとシームレスに統合. さらに, 歩行者アクセスと周囲の都市環
境とのスムーズな連携を目指し, 障がい者, 高齢者, ベビーカー利用者に配慮したバリアフリー設計を採用され,
今後のRTAの主要駅アップグレード更新の戦略と予測される

Burj Khalifa/Dubai Mall駅 アップグレード更新計画

共同事業者 Emaar Properties

目的
年平均7.5%（過去5年間）の利用者増加需要への

対応のため駅収容能力を65%増強

利用者数
7,250 → 12,320人/時間（+65%）

最大220,000人/日

主な更新内容

 駅面積拡張（6,700 → 8,500㎡）
• コンコースとプラットフォーム拡張
• 商業スペース拡張

 利便性向上
• 入口・歩道橋の改良（アクセス改善）
• エスカレーター・エレベーター増設
• 入退場ゲート分離（動線最適化）
• 改札ゲート数増加

追加計画
 公共交通機関やその他移動手段との統合
 景観の改善

Burj Khalifa/Dubai Mall駅アップグレード更新完成イメージパース

出典： Al Masar 206. RTA. 2025-08, RTA 2019 Annual report

2018年にRTAが発表した3駅のアップグレード計画
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1.3. 将来予測 ⑦まとめ

車両

 既存車両は, 今後続々と経年16年を経過するため, 大規模更新の需要が見込まれる

 新規路線においては, 最新のGX・DX技術が採用されており, 既存車両への適用も期待される

利用者数の増加と混雑緩和策

 利用者数は年率7.5%の増加が想定され, ブルーライン開業後においても既存路線も引き続き増加傾向であり,
混雑緩和策の実施は急務である

 主要駅においてアップグレード更新により, 駅収容能力を増強や動線分離などで混雑緩和を図られている

 駅・車両の人流モニタリングやリアルタイム混雑情報表示などのDX技術活用による混雑平準化策は実施され
ているものの, さらなる効果的な混雑緩和策の拡大が期待される

駅と周辺開発

 駅アップグレード更新において, 周辺との接続性向上, バリアフリー設備の導入や多様なモビリティとの統合
など利便性向上施策の促進が予測される

 ドバイメトロ駅周辺の土地利用を最適化するTOD計画が承認されたことを受け, 既存路線のほか, 新線建設に
あわせた今後のTOD促進が予測される

 新線建設の駅開発においても, フィーダーバスやマルチモーダル交通との統合などの利便性向上や, 環境効
率重視や次世代AIの活用など, 最新のGX・DX技術が採り入れられている

 一方, 駅改良・都市開発・モビリティ統合・GX・DXを横断的に統合する実装ノウハウや調整手法は十分に体系
化されていない. このため, 日本の駅一体開発, 段階的更新, マルチモーダル統合, GX・DX実装の知見を活かし
た支援・提案の意義は高い

車両更新, および駅と周辺開発に着目し, 
現地課題の解決, ならびに日本のGX・DX技術の展開を検討した
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対応する課題

アップグレードアイテム
1. 車内混雑緩和

2. 信頼性, 安全性
強化

3. 運営コスト低減 4. 脱炭素化
5. メンテナンス

コスト低減

アップグレード対象機器（取替）

座席, 荷物棚, 手すり, 吊り手 ✓

フリースペースの拡大 ✓

TCMS （CBM対応） ✓ ✓

VVVF インバーター ✓ ✓

主電動機 ✓ ✓ ✓

SIV ✓ ✓ ✓

ブレーキ制御装置 ✓ ✓ ✓

客室灯, 前照灯 ✓ ✓ ✓

ドアチャイム／警告灯 ✓

空調室内フィルター ✓

追加機器

デジタルサイネージ ✓ ✓ ✓

非常走行用バッテリー ✓ ✓ ✓ ✓

脱線検知装置 （+ 側面カメラ） ✓ ✓

 1つの機器アップグレードで複数の課題を解決できる場合がある

 さらに, アップグレード更新作業の際に, 運転本数が減らないよう効率的な車両運用を提案することが可能

4.1. 車両更新 戦略策定③

アップグレードアイテムごとの各課題への対応
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JR東日本における車両メンテナンスCBMの取り組み

出典： JR東日本

5.1. 車両更新 打ち込み内容の事例②









（様式２）
二次利用未承諾リスト

頁 図表番号
1
2
3
4
1
2
3

11 1
12 1
13 1

1
2
3
4

15 1
1
2

17 1
18, 19 1
21 1
22 1
23 1
24 1

26, 64 1
27 1

28 1

1

2
1
2
3
1

2

34 1

報告書の題名：アラブ首長国連邦・ドバイ首長国 鉄道へのGX・DX技術導
入による未来志向型鉄道マスタープラン策定等調査事業 事業報告書

委託事業名:経済産業省 令和５年度補正グローバルサウス未来志向型共
創等事業

9

10

14

16
最新路線図

主な国別一人当たりエネルギー起源CO2排出量
ドバイにおける原油価格と株価の推移
鉄道・GX・DX関連政策一覧
ドバイ都市マスタープラン2040 戦略目標

RTA主要課題

GCC鉄道網

車両導入年別 車両経年推移

29

30

31

ドバイ政府TODマニュアル
建設中のブルーライン路線図

Dubai Creek Harbour (Emaar Properties)駅完成イメージ
モックアップ

ドバイ鉄道マスタープラン（D33）上の計画路線

利用者数推移

RTAが導入しているSmart Passenger Flow Monitoring
System

Burj Khalifa/Dubai Mall駅アップグレード更新完成イメー
ジパース

2018年にRTAが発表した3駅のアップグレード計画
TODにより期待される効果

RTAの戦略目標と方針

ドバイ交通渋滞

タイトル
国家概要
GDP成長率
人口動態
外国人比率

ドバイメトロ建設概要
ドバイメトロ車両諸元
ドバイメトロ現状分析
ドバイメトロ直近の取組み事例
ドバイ・アブダビ今後注目される駅周辺開発地域
ドバイにおける都市開発デベロッパー

Etihad Rail 路線図・旅客駅位置
Etihad Rail 都市間鉄道旅客列車と貨物列車（イメージ）
Etihad Rail 高速鉄道旅客列車（イメージ）
アブダビ都市マスタープラン（改訂準備中）

ユニオン駅TOD「Union71」プロジェクト

受注事業者名：日本コンサルタンツ株式会社,東日本旅客鉄道株式会社



35 1
36 1

1

2
38, 66

車両更新戦略目標
駅と周辺開発戦略目標イメージ
車両更新の選択肢

参考：JR東日本における車両寿命・メンテナンス周期・更
新タイミング




